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博士論文要旨 
信と行の近代―岡田式静坐法にみる心身修養のゆくえ 
栗田英彦 
 
本論文の課題は、明治末に生まれた「岡田式静坐法」 と呼ばれる心身修養法の歴史的モ
ノグラフを記述し、それによって行
ぎょう
の近代的展開を明らかにすることである。 
岡田式静坐法とは、創始者・岡田虎二郎（一八七二～一九二〇）によって規定された坐
法と呼吸法からなる身体技法である。その実践によって、体位向上や品性涵養などさまざ
まな効果がもたらされるとされており、心身一体となった人間の開発、すなわち「心身修
養」の方法として、明治末から昭和初期に至るまで、多くの人々のあいだで人気を博して
いた。東京の各所で開催された静坐会に集った人々には、木下尚江（一八六九～一九三七）
や田中正造（一八四一～一九一三）といった著名な社会運動家をはじめ、学生・教育者・
実業家・芸術家・政治家・軍人・華族など多岐に渡っていた。こうした影響力の大きさの
わりにまとまった資料が不足していたこともあり、岡田式静坐法の研究は非常に少ない。
創始者の伝記や社会史・思想史の文脈からの断片的な言及はあったが、とくにこれを運動
体として一貫して記述し、その展開・変遷をとらえようとする試みはなされてこなかった。
本論文では、筆者の調査によって改めて整理された資料を駆使し、その誕生から岡田逝去
後の昭和期までの変遷を、思想と組織の両面から記述した。また、後継者や競合相手など
の静坐観や静坐実践も視野に入れ、岡田式静坐法を多面的に捉えることを試みた。 
この作業を通じて、本論文では、近代宗教史においてこれまで見落とされてきた〈行〉
の近代的展開を明らかにした。ここでの行とは、ある理想目的に至るために、特定の身体
的行為を用いる営みとして定義され、祈祷・修行・戒律などを典型とする。従来、民衆宗
教・新宗教・近代仏教などの近代日本宗教史の主要な研究フィールドでは、資本主義や近
代的主体の形成と宗教の関係が重要なテーマとなってきた。ここで注目されたのは主に思
想であり、実践に焦点が当たる場合でも、こうした近代主義に親和的なものに限られてい
た。こうした近代主義的視座を批判して行的実践を評価する研究もあったが、その場合は
近代への反動あるいは補完として位置づけられることが通例であった。こうした観点は、
行の近代的変容をとらえる視点に欠けていた。 
さらに近年、こうした近代主義的前提そのものを植民地主義や帝国主義の問題と関連づ
けながら批判的に考察する研究がさかんになり、その流れのなかで二〇〇〇年代以降、日
本でも宗教概念の系譜学的研究が進められた。ここでは、個人化・内面化された確信・体
験・感情・意志など―本論文ではこれを〈信〉と呼ぶ―を核とする「宗教」概念が、religion
の翻訳語として近代になって知識人らによって構築されたものであること、そしてプロテ
スタンティズムをモデルとしたこの概念の導入そのものが伝統的な身体実践を周縁化する
役割を担ってきたことが指摘されてきた。 
それに対して本論文では、知識人による近代的理念の構築過程の系譜に岡田式静坐法の
運動体を位置づけ、その誕生から展開のプロセスを分析した。その結果、信を核とした宗
教概念の形成が行の近代的変容と結びつき、心身修養が誕生したことが明らかになった。 
岡田式静坐法の場合、信を重視しつつ、その理想は常に具体的な身体とともにあった。
岡田虎二郎の肉体を通じて体現される人格的理想があり、その理想へアクセスする方法と
して具体的で厳密な坐法と呼吸法が提示され、静坐中には心身一致の境地の表出とみなさ
れた不随意的な「振動」が頻発した。これらを通じて、内面に縮減された宗教の領域を身
体実践によって外面に現出させていた。さらに、静坐会場で岡田虎二郎がたびたび口にし
た「忠君愛国」・「注入教育」・「物質医学」への批判と結びつき、近代日本の世俗空間のな
かにあって、岡田式静坐法は独自の実践的な空間を生み出していた。 
昭和期以降、静坐中の「振動」の禁止と岡田虎二郎の急逝によって、理想は眼前から消
失する。これによって技法の自己目的化と厳密化が強まっていくが、一方で仏教や天皇主
義との結合や医療・健康法への応用も促進され、岡田式静坐法における思想的な多様性が
生じた。本論文では、浄土真宗僧侶・天皇主義者・医学者らによる静坐論も検討した。そ
れによって、岡田式静坐法は、論者らの信念体系へと組み込まれただけではなく、論者ら
の思想を変容させるきっかけにもなっていたことが明らかになった。 
行は近代になって消失したり、宗教の領域に囲い込まれたりしただけではない。脱文脈
化されてさまざまな領域に浸透し、多様な信念体系と結合しつつ、思想と実践の複合体を
形成していた。心身修養とはそうした行の近代的形態のひとつであった。そのなかで、岡
田式静坐法は、とくに内面（心）と外面（身）の一体化、あるいは解放と規律の一体化の
理想を身体技法に託した運動体であった。宗教概念以後に現れた超宗教的な運動体として、
それは宗教や思想信条の枠を越え、理想と現実のはざまに揺れるさまざまな人々に対して、
身体を通じた具体的指針を与えていたのである。 
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論  文  名 信と行の近代―岡田式静坐法にみる心身修養のゆくえ― 
本論文では、その社会的影響力の大きさに比して思想史的解明が看過されてきた、岡田虎二郎
により始められた心身修養法、「岡田式静坐法」の歴史的展開に関するモノグラフと、それを手
がかりとしたわが国近代における行の変容の問題が考察される。 
「序章 行の変容と近代日本」では、本論文に通底する行に対する著者の立ち位置が、宗教学
における行研究史の検討や、近代日本における「宗教」概念の誕生を巡る問題の中から示される。
以下、岡田式静坐法の運動の展開状況に焦点を当てる概論的な第一部と、岡田式静坐法が心身療
法の技法として民間精神療法や浄土真宗、古神道などの宗教界や思想界に浸透していく実態が各
論的に検討される第二部に分けられ、最後に「結」でまとめられる。第一部「心身修養の誕生と
変遷」の第一章「世紀転換期の『修養』概念と将来の宗教の構想」では、岡田式静坐法以前の明
治末修養論の形成過程が詳述され、第二章「心身修養の技法と理想」では、坐禅修養論とそれ以
降に出てきた二木式腹式呼吸法、藤田式息心調和道と共に岡田式静坐法が比較され、岡田式静坐
法の近代日本における位置が定められる。続く第三章「霊動のポリティックス―大正期日本の霊
概念と身体」では岡田式静坐法とその当時人気を博していた霊術団体・太霊道と神道系宗教の大
本との間の不随意的身体運動をめぐる論争が取り上げられ、その過程で現れてきた岡田式静坐法
の変容が明らかにされる。第一部の最後に位置する第四章「岡田式静坐法の組織形態と権威の源
泉」では、とりわけ岡田虎二郎の急逝に伴って生じた組織形態やその思想の変化が考察される。
第二部の「信と行の交渉」では、岡田虎二郎急逝後の岡田式静坐法に関するさまざまに生じてき
た解釈に視点が移される。第一章「宗教と医学を超えて－済生病院長小林参三郎の治療論」では、
外科医の小林参三郎の治療論に着目し、彼が行ってきた民間精神治療法が岡田式静坐法へシフト
してきたことから生じた治療法の変化がまとめられる。第二章「真宗僧侶と岡田式静坐法」では、
個々の真宗僧侶によりさまざまに取り入れられてきた静坐実践のあり方が整理され、彼らの静坐
論に見られる真宗教学と静坐の共通点として修養的傾向、他力的傾向、信の重視が指摘される。
第三章「皇国運動と岡田式静坐法－二荒芳徳を通じて」では、古神道の流れに立つ皇国運動に岡
田式静坐法が取り入れられた背景から、静坐によって理知的な概念を通さない直接的な実感の希
求があったことが指摘される。最後に「結」では、まとめとして、岡田式静坐法が近代日本に誕
生し展開してきた流れの中から、近代的な宗教概念の核である信の獲得の背後で、直接的な実感
としての行が重要な役割を果たしてきたことが明らかにされる。 
近代日本における宗教動向の中でも従来看過されてきた場面に焦点を当てた本論文は、斯学の
発展に寄与するところ大なるものである。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授
与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
